
告

示

認

証

機

関

識
別
文
字

財
団
法
人
電
気
通
信
端
末
機
器
審
査
協
会
（
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
日
に
財
団
法
人

電
気
通
信
端
末
機
器
審
査
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）

０
０
１

株
式
会
社
デ
ィ
ー
エ
ス
ピ
ー
リ
サ
ー
チ

０
０
３

テ
ュ
フ
・
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

０
０
５

株
式
会
社
コ
ス
モ
ス
・
コ
ー
ポ
レ
イ
シ
ョ
ン

０
０
８

平成™š年š月š˜日 木曜日 第œœ™�号官 報

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
及
び
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
及
び
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
輸
送
安
全
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成

二
十
二
年
国
土
交
通
省
令
第
三
十
号
）
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

附
則
第
一
項
た
だ
し
書
中「
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
」

を
「
平
成
二
十
三
年
五
月
一
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
内
庁
告
示
第
二
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律

第
六
十
六
号
）
第
七
条
第
二
項
の
事
務
所
の
場
所
を
次
の

と
お
り
告
示
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。な

お
、
平
成
十
三
年
三
月
二
十
三
日
宮
内
庁
告
示
第
三

号
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
限
り
、廃
止
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号

宮
内
庁
長
官
官

房
秘
書
課
内
情
報
公
開
室
（
本
庁
舎
一
階
）

〇
宮
内
庁
告
示
第
三
号

公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十

二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
、
宮
内
庁
の
施
設
で
あ
っ
て
、
公
文
書
等
の

管
理
に
関
す
る
法
律（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）

第
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特
定
歴

史
公
文
書
等
の
管
理
を
行
う
施
設
を
指
定
し
、
平
成
二
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
令

第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す

る
。平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

宮
内
庁
長
官

羽
毛
田
信
吾

施
設
の
名
称

所

在

地

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
課
宮
内

公
文
書
館

東
京
都
千
代
田
区
千
代
田

一
番
一
号

〇
総
務
省
告
示
第
百
十
五
号

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十

五
号
）
第
七
条
の
十
七
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本

赤
十
字
社
が
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
募
集
す
る
次
の
寄
附
金
を

寄
附
金
税
額
控
除
額
の
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
附
金
と
し

て
承
認
し
、
日
本
赤
十
字
社
に
対
し
て
支
出
さ
れ
た
当
該

寄
附
金
の
う
ち
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十

二
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
出
さ
れ
た
寄
附
金
に
つ
い

て
は
平
成
二
十
四
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民
税
及
び
市

町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日

か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
支
出
さ
れ
た
寄
附

金
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
五
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民

税
及
び
市
町
村
民
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

災
害
救
護
設
備
の
整
備
、
災
害
救
護
物
資
の
備
蓄
、
採

血
受
入
機
関
の
整
備
、
原
爆
病
院
設
備
の
整
備
及
び
救
急

医
療
体
制
の
整
備
並
び
に
支
部
国
際
活
動
基
金
に
充
て
る

た
め
の
寄
附
金

〇
総
務
省
告
示
第
百
十
六
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
八
束
郡
東
出
雲
町
を
廃

し
、
そ
の
区
域
を
松
江
市
に
編
入
す
る
旨
、
島
根
県
知
事

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

〇
総
務
省
告
示
第
百
十
七
号

市
町
の
廃
置
分
合

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、簸
川
郡
斐
川
町
を
廃
し
、

そ
の
区
域
を
出
雲
市
に
編
入
す
る
旨
、
島
根
県
知
事
か
ら

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

〇
総
務
省
告
示
第
百
十
八
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
十
八
条
の
十
六
第
一
項
及
び
同
法
第
三
十
八
条
の
二
十
四
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
八
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録
証
明
機
関
か
ら
業
務
の
廃

止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

一

登
録
証
明
機
関
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
ケ
ミ
ト
ッ
ク
ス

東
京
都
大
田
区
上
池
台
一
丁
目
十
四
番
十
八
号

二

廃
止
す
る
事
業
の
区
分

電
波
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業

三

技
術
基
準
適
合
証
明
の
業
務
及
び
工
事
設
計
認
証
の
業
務
を
廃
止
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

株
式
会
社
ケ
ミ
ト
ッ
ク
ス

東
京
都
大
田
区
上
池
台
一
丁
目
十
四
番
十
八
号

四

技
術
基
準
適
合
証
明
の
業
務
及
び
工
事
設
計
認
証
の
業
務
を
廃
止
し
た
日

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日

〇
総
務
省
告
示
第
百
十
九
号

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
九
十
九
条
第
一
項
及
び
同
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
九
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
録
認
定
機
関
か
ら
業
務
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
九
十
九
条
第
三
項
及
び
同
法
第
百
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示

す
る
。平

成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

一

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
ケ
ミ
ト
ッ
ク
ス

東
京
都
大
田
区
上
池
台
一
丁
目
十
四
番
十
八
号

二

登
録
に
係
る
事
業
の
区
分

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
）
第
四
条
第
一
号
及
び

第
二
号

三

技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
及
び
設
計
認
証
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
大
田
区
上
池
台
一
丁
目
十
四
番
十
八
号

四

技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
及
び
設
計
認
証
の
業
務
を
廃
止
し
た
日

平
成
二
十
三
年
三
月
十
五
日

〇
総
務
省
告
示
第
百
二
十
号

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
）
様
式
第
七
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
九
十
四
号
（
技
術
基
準
適
合
認
定
及
び
設
計
に
つ
い
て
の
認
証
を
受
け
た
端
末

機
器
に
表
示
す
る
文
字
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

認
証
機
関
の
識
別
文
字

š
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